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研究業績の水準判定について（案） 

 

（これまでの決定事項等） 
 

○ 機構内の教育研究評価委員会における現況分析作業と達成状況評価作業を段階的に

進めることが可能となるよう、評価実施スケジュールを見直し、研究業績水準判定に

係る資料の提出時期を平成 28 年５月末（１ヶ月前倒し）とした。 
 

○ 達成状況評価について、第１期で実施した「重点的に取り組む領域に係る研究業績

の分析」を廃止した。 
 

○ 検証アンケートでは、複数の法人が、研究業績水準判定の結果が現況分析の評価結

果にどのように反映されたかが不明と考えている。 
 

○ 検証アンケートでは、多くの法人が、「SS」の定義が不明瞭であり、大学等内での選

定が困難であると回答している。 

 

 

≪評価の方向性≫ 

○ 研究業績水準判定組織での研究業績の水準判定結果を参考にし、中期目標の達成状

況の評価を行うために、中期計画に特に関連する研究業績が記載されている場合には、

当該研究業績の水準判定結果を評価者に提供し、評価者は、水準判定結果を中期計画

の実施状況の判定の根拠資料の一つとして活用する。 

 

○ 学部・研究科等の現況分析において、分析項目Ⅱ「研究成果の状況」については、

第１期と同様に、研究業績水準判定組織での研究業績の水準判定結果を踏まえて判断

する。 

 

○ 研究水準判定結果をより分かりやすく示すために、分析項目Ⅱ「研究成果の状況」

の判断理由に、原則、以下の内容を記載する。 

 ・卓越した研究業績の具体的内容 

   卓越した研究業績の「研究テーマ」の具体的内容を引用しつつ、研究成果の状況

を記載 

 ・「SS」「Ｓ」の判定結果の割合等 

   各学部・研究科等の専任教員数、提出された研究業績数、専門委員による判定結

果のうち「SS」「Ｓ」の割合を記載 
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【研究業績水準判定】 

（法人）学部・研究科等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（機構）研究業績水準判定組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【達成】 

（法人）法人全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（機構）達成状況判定会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現況分析】 

（機構）現況分析部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

研究業績水準判定結果の反映方法イメージ図 

 

研究業績水準の判定 

研究業績説明書 
 
達成状況報告書 

 

関連判定結果一覧表 

中期計画 1-1-1-1 

（判定）   実施状況がおおむね良好である 

（判断理由）～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

【関連する研究業績の記載がある計画】 

中期計画 X-X-X-X 

（判定）   実施状況が非常に優れている 

（判断理由）～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

特記事項の抽出 

優れた点及び改善を要する点等 

（優れた点） 

１．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～。 

２．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～。 

研究業績水準判定結果の作成 

中期計画の判定 

提 供 

中期計画に特に

関連する研究業

績がある場合

は、その関連が

明確に理解でき

るよう記載す

る。 

併せて、関連す

る学部・研究科

等、「研究業績説

明書」の研究業

績番号等を記載

する。 

計画 X-X-X-X 「・・・・・」に係る状況 

～～～のため、□□□□の研究、◇◇◇◇の

研究、▼▼▼▼の研究、を重点的に推進し、～

～～～～～～大きく向上している。～～～～～

～～～～～～～～～～。 

（実施状況の判定） 実施状況が良好である 

（判断理由）～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～。 

【関連する学部・研究科等、研究業績】 

△△研究科 

業績番号：X-X-１  研究テーマ：□□□□ 

業績番号：X-X–２  研究テーマ：◇◇◇◇ 

業績番号：X-X-19  研究テーマ：▼▼▼▼ 

○○大学△△研究科 

 

１．選定の判定基準 

～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～。 

２．選定した研究業績 

番号 テーマ 判断根拠 

１ □□□□ ～～～～。 

２ ◇◇◇◇ ～～～～。 

３ ～～～～ ～～～～。 

19 ▼▼▼▼ ～～～～。 

20 ～～～～ ～～～～。 

 

研究成果の状況 

（判定）期待される水準を上回る 

（判断理由） 

 

 

現況分析結果 

活用 

原則、以下の内容を記載したうえで、 

判定を導いた判断理由を記載 

・卓越した研究業績の具体的内容 

・「SS」「S」の判定結果の割合等 


